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家の人といっしょに読みましょう。 

〇家てい学しゅうが大切なわけ 

① 学校で学しゅうしたことをわすれないために、やります。 

② 一人で学しゅうするしゅうかんをつけるために、自分のカでとり組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆やくそく☆ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

☆家てい学しゅうの前に  

＊学校からのおたよりを家の人にわたしましたか。 

＊べんきょうするところは、かたづいていますか。 

＊時間をきめて、集中してべんきょうしましょう。 

 

☆家てい学しゅうの後に  

＊時間わりをたしかめて、明日のもちものをじゅんびします。 

＊えんぴつをけずっておきます。 

 
○音読がしゅうかんになる。（気もちをこめて読む） 
○習ったかん字を読める、書ける。 
○国語じてんを正しくつかえる。 
○みじかい詩やことわざをおぼえる。 
○主語と述語が分かって、文を書くことができる。 
○わり算ができる。 
〇ものさしやコンパスを正しくつかうことができる。 
○いろいろな三角形のちがいが分かる。 
○地図の見方と地図記号が分かる。 
○ローマ字が読める。 

３ 年 生 で は  こんな こ と が  で きるよ う に し よ う

〇学しゅうタイムをきめて、自分からすすんでとり組みましょう。 

〇かえったらすぐ、夕はんの前などに、学校からのしゅくだいをしましょう。そ

のあと、国語、算数、日記など、いろいろな学しゅうにとり組みましょう。 

〇しずかなところで４０分をめやすにして、学しゅうしましょう。 

〇テレビを見ないで、やりましょう。 

〇学しゅうのはじめに、月日を書きましよう。 

〇かん字れんしゅうや計算れんしゅうは、くりかえしがんばりましよう。 

〇ドリルやもんだいにとり組んだ後は、かならず丸つけとまちがい直しをしまし

ょう。 

〇文字や図はていねいに書き、ノートのつかい方をくふうしましょう。 

３年生の 家てい学しゅうに ついて 
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☆こんな家てい学しゅうをこんなやり方でやってみましょう 

学しゅうないよう やり方 

国
語 

① かん字のれんしゅう 
・かん字ドリルをよく見て、正しくていねいにかん字を書く。 

・かん字はくりかえし書く。 

② みしらべ ・かん字や言葉のいみ、つかい方をしらべる。 

③ しゃ ・教科書の文字をていねいに書きうつす。 

④文作り 
・詩や作文、日記を書く。 

・しゅうしょく語(せつめいすることば)をつかって文を作る。 

⑤読書 ・教科書の文しょうを書いた人の本を読む。 

・本のかんそう文やおすすめの本のしょうかい文を書く。 

⑥音読れんしゅう ・よいしせいで、今べんきょうしているところや、つぎにべ

んきょうするところを読む。 

・家の人に聞いてもらうのもよいですね。 

その他 ・もんだいしゅうでパワーアップする。     など 

算数 

・計算ドリルのもんだいをする。 

・教科書のれんしゅうもんだいをノートにおこなう。 

・調べたことを表やグラフにあらわす。 

・もんだい作りをする。 

・ならった図形でもよう作りをする。 

・教科書のもんだいでふくしゅうをする。    など 

社会 

・教科書でならったことをまとめる。 

・地図記号をしらべる。 ・地図をかいてみる。   

・しごとをしらべる。  ・まつりをしらべる。 

・もんだいしゅうでパワーアップする。      など 

理科 

・教科書でならったことをまとめる。 

・しょくぶつやこん虫のかんさつ日記を書く。 

・しょくぶつやこん虫、じ石や電気などについてしらべたこ

とをまとめる。 

・もんだいしゅうでパワーアップする。     など 

その他 

・テストやプリントのまちがい直しや、くりかえしれんしゅ

うをする。 

・新聞やニュースのかんそう文を書く。 

・図かんやじてんで調べたことをまとめる。 

・音ぷや休ふをかく。 

・リコーダーをれんしゅうする。        など 

 

 


